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令和７年度 磐田市竜洋地区内水対策検討業務委託 
 

特記仕様書 
 

1. 業務目的 
本業務は、令和 4 年台風 15 号の豪雨による浸水被害が発生した磐田市竜洋地区について、実

績降雨を用いた流出計算により流量規模を算定し、浸水被害発生時の想定流量の算定を実施する。

また、現状流下能力を用いて、浸水被害の要因を分析し、竜洋地区の内水被害を軽減させるため

の内水対策案の検討方針について整理を行う。 

 

2. 業務範囲 
 

  磐田市 駒場外 地内    (流域面積 1,490ha) 

 

3. 業務内容 
  本業務の内容は、次に示す通りとする。なお、項目に変更が生じた場合は、監督員と協議を

行うものとする。 

 
4. 計画準備 
本業務を円滑かつ確実に実施するため、業務目的、業務内容を確認し、作業工程、作業体制等

をとりまとめた業務計画書を作成し、発注者に提出する。 

 
5. 資料収集整理 

竜洋地区の浸水要因を確認するにあたり、必要となる資料を収集する。 
・近年の浸水被害状況（浸水被害発生洪水、浸水被害状況、実績降雨） 
・浸水被害発生時の竜洋排水機場の操作実績、 
・竜洋排水機場の操作規則 
・下水道計画（現況状況）の計画諸元が変わる報告書 
・雨水排水路の系統図、諸元 
・その他検討に必要と考えられる資料 
 

6. 雨水排水路の流下能力確認による浸水要因の分析 
6.1 流出計算の実施 
浸水が生じた令和 4 年台風 15 号降雨をはじめとする浸水被害発生洪水に対し、実績降雨を用

いて流出計算を実施し流量規模を算定する。流出計算は合理式を用いて実施し、浸水被害発生時

の想定流量を算定する。 
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6.2 雨水排水路の流下能力評価 
資料収集整理結果を踏まえ、浸水が生じている区間を中心に、周辺の雨水排水路の流下能力を

算定する。 
 

6.3 浸水被害の要因分析 
「2.1 流出計算の実施」で算定して浸水被害が生じた流量規模、「2.2 雨水排水路の流下能

力評価」による現状流下能力を用いて、浸水被害の要因を分析する。 
 

7. 内水対策の検討方針の立案 
「2.3 浸水被害の要因分析」結果を踏まえ、竜洋地区の内水被害を軽減させるための内水対策

案の検討方針について整理する。 
・雨水排水路の拡幅 
・雨水排水路のポンプ整備 
・竜洋排水機場のポンプ増強 
 

8. 報告書作成 
 

9. 打合せ協議 
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